
 

 

 

 

 

 

今年度の登校日数が残り２０日余りとなりました。

立春を過ぎてから、暖かな日があるかと思うと、真冬

の寒さの日もあります。冒頭の「凛冽（りんれつ）」

とは「寒さがとても厳しくて身にしみるさま」を表し

ます。昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言われます。

「立春」が過ぎ、今週の土曜日１９日は、空から降る

ものが雪から雨に変わり、雪が溶け始めるころを指す

「雨水」。そして、３月５日は「啓蟄」です。「啓」

の字には「開く」という意味があり、「蟄」の字には

「虫などが土などに隠れている様子」という意味があ

ります。つまり土に隠れていた虫が外に出てくる、そ

れほどに暖かくなってきたことを示します。待ちわび

た春もまもなくです。 

さて、先週メール配信でお知らせいたしましたが、

２月１６日に予定していました学習参観を急遽中止といたします。新型コロナウイルス感

染症の感染拡大により、学級閉鎖が続出しています。感染者、濃厚接触者、検査対象者、

その他体調不良により念のため欠席となっている児童が特定されないようにすること、コ

ロナ対応で急な対応を迫られ、職員の体制が組めない

実情を鑑み、中止にする判断をしました。誠に残念で

すが、ご理解の程、よろしくお願いいたします。現

在、オミクロン株の大きな波に飲み込まれ、第６波の

ピークアウトが見込めない状況ですが、今は、少しで

も明るい兆しが見えて、次年度、通常通りの学習参観

が実施できることを願うばかりです。 

        

 
児童数：４６９名 

Ｎｏ．２１ 

令和４年２月１５日発行 

学校教育目標『あかるく やさしく たくましく』 

  

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

７  委員会活動 ２４ 水 ３学期終業式・令和３年度修了式 

９ 水 地区別児童会（5 校時） ２５ 木 春季休業 

１４ 月 委員会・クラブなし 

４／８ 金 

令和４年度新任式、入学式、１学

期始業式 

※２～６年は９：４５下校の予定 

１７ 木 卒業証書授与式準備 

１８ 金 
卒業証書授与式 

※１～５年は家庭学習 

２２ 月 ３校時授業（２４日まで） その他の行事は学年通信でご確認ください。 

※３月１８日（金）卒業証書授与式当日は、５年生以下は家庭学習となります。 

４月８日（金）入学式当日は、新２～６年生は９：４５に完全下校の予定です。両日とも学

校での預かりはできませんので、今から当日の過ごし方についてお子様とご相談ください。 



「よい子にしてね」「よい人でいなければ」という言葉で使われ

る「よい子」「よい人」とは、どんな意味で使われているでしょう。 

 今の私たちの生活の中に「損得」の考え方が浸透し、先行してい

る気がします。「損だけはしたくない」という思いが強くなって、損

得を基準にして物事の善悪を判断してしまっていることはないで

しょうか。また、自分の非や相手の成功を認めることで劣等感を抱

いてしまう傾向があるように思います。とにかく相手に負けたくな

いという思いで、真っ先に感情的なものの言い方で言いたいことを

口にして、自分の主張を押し通そうとしてしまうことはないでしょ

うか。今の時代、優しさ故にストレスを強く感じたり心を痛めて病んだりしてしまうこと

が多いと思います。「人に優しく接したい」という思いが、弱さやもろさにつながっている

のかも知れません。そして、先述の「よい子」「よい人」というのは、実は本人以外の人に

とって都合がよい人という意味なのかも知れません。自分自身を見失い、周囲の目を気に

しながら悩んで生活している人が少なくないのではないかと思えてきます。 

常に損得を判断基準にして行動したり、人と比較して優位性や体裁、面目などにこだわ

って自己を肯定したりしていると、いずれ心身ともに疲れ果ててしまうだろうと思います。

それよりも、人と比べることをやめて穏やかな気持ちで人と接していると、「いつも機嫌が

いいですね」と声をかけられるようになるのでは、と思います。そして、たとえ損をして

も先に譲ることを続けていくことで心に余裕ができると思います。そうなれば、たとえ「お

人よしですね」と言われても、誉め言葉として受け取ることができるくらいに気持ちが楽

になるでしょう。人に気兼ねすることなく安心して暮らすことが、心身の健康を保ち、有

意義な人生となっていくように思います。そして、そんな生き方を誰もが望んでいるはず

です。だからこそ、今、本当に求められているのは、自分も他人も大切にする優しさでは

ないかと考えます。コロナ禍だからこそ、大切なことだと思うのです。 

さて、人にはそれぞれの持ち味があり、よさがあります。しかしながら、その持ち味や

よさを発揮するには、それとは別の力が必要です。その力の一つが気立てのよさだと考え

ます。人に安心感を与える気立てのよさは、相手が自分を受け入れやすい状況を生み出し

ます。本校が今学期大切にしている言葉遣いはそのよい例

です。言葉は言霊です。そんな気立てのよさを育むには、

目先のことにひとつひとつ心をこめてやり遂げていくこ

とや、人の思いや考えを受け止めることです。それが、自

分と他人を大切にすることにつながっていきます。そして、

私たち大人がそうした姿勢を子どもたちに見せていかな

ければならないと思います。真野小学校が、誰もが気持ち

よく生活できる時間と空間となるように努めていきたい

と考えています。 

 

真野小学校 ＵＲＬ：http://www.otsu.ed.jp/mano-e/ 

学校行事や学習活動の様子を随時紹介しています。是非ご覧下さい。 

 

このところ、コロナ対応で更新が滞ることが多く、申し訳ありません。 

http://www.otsu.ed.jp/mano-e/

